
二十歳に向けて、酒蔵体験やデザインコンペなどを企画する「ハタチの縁会」KANPAI チーム
（代表：株式会社サタケ広報部・大橋奈央）と協働し、酒蔵見学の現地調査を踏まえて、デザイ
ンの企画立案を PBL で行った。 
 
完成したラベルデザインは、「ハタチの縁会」KANPAI チームが主催するデザインコンペに応募
し、７ 案が採用された。実際の酒蔵関係者や印刷会社とのコミュニケーションを通じて、実践
的なデザインプロジェクトに取り組んだ。  
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【 プロジェクトの概要 】 



【 プロジェクトでの成果等 】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県の 7 つの酒蔵の酒瓶 1 つずつに、学生のデザインしたラベル

が貼られ、広島市内酒店で、一般に販売された（本数限定）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島ピースウィングのオープニング日（2024 年 2 月 10 日）に、振る舞い酒の一部として

提供された。また、デザインを担当した学生本人が、来場者に振る舞い酒を振る舞った。 

 

学生たちは、日本酒のラベルデザインを通じて、地域の食文化とその担い手の方々のことを

学んだ上で、専門であるグラフィックデザインを通じて、地域の魅力を一般に向けて発信す

ることができた。 

 

 

 

 

 

 


